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公益財団法人　医用原子力技術研究振興財団

「出力測定の結果が思わしくないとき」の
対応について
財団が実施する出力線量測定の受け方
測定の不確かさについて

●井戸形電離箱線量計による高線量率（HDR）密封小線源の
　基準空気カーマ率計測

解説
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線量計校正担当者より

● 一体校正サービス終了のお知らせ（再案内）
2018年の分離校正サービス開始時よりご案内

のとおり、2023年4月1日校正実施分より、電離
箱線量計の校正は分離校正のみとなります。
　つきましては一体校正サービスの提供は2023年
3月31日校正実施分をもちまして終了いたします。
　なお、一体校正実施可能な電位計型式の中には、
分離校正での電位計校正の対象とならない型式が
あります。電位計校正における受け入れ可能な型
式の最新情報は、当財団ホームページ「受け入れ
電位計一覧（電位計単体 JCSS 校正）」※１）に掲載
しておりますので、現在一体校正のみで運用され
ている施設におかれましては、受け入れ可能な型
式についてご確認をお願いいたします。

● 一部の微小容量電離箱の受け入れに関するお知らせ
　当センターニュースVol.10号にて、一部の微小
容量電離箱（PTW FREIBURG 34045型）は、現コ
バルト線源の強度低下を憂慮し、先行して2022年
10月1日校正実施分より分離校正のみとなること
をお伝えしましたが、線源更新が2022年前半に行
われる見通しとなったことから、34045型も他の
型式と同様に2023年4月1日校正実施分より分離
校正のみとなります。
　水中校正における受け入れ可能な型式の最新情
報は、当財団ホームページに掲載している「受け
入れ電離箱一覧（水吸収線量・分離または一体方
式による JCSS 校正）」※２）をご覧ください。

● 空中校正サービス終了のお知らせ
　当財団では、2004年より電離箱線量計の照射線
量単位の校正（空中校正）サービスを提供してま
いりましたが、2012年の水吸収線量単位の校正
（水中校正）開始以降、空中校正のご利用が減少し、
現状で極めて少ない状態となりました。これまで
の数年間は、経過措置として空中校正サービスの
維持に努めてまいりましたが、経営上の観点から
今後は空中校正サービスの継続が困難と判断いた
しました。
　つきましては、JCSS校正事業者登録に関連す
る手続きも考慮し、空中校正サービスの提供は
2022年10月31日までの実施分をもちまして終了い
たします。
　ご利用のお客様には、何卒ご理解いただきます
ようお願い申し上げます。長らくのご利用、誠に
ありがとうございました。

※１） 当財団ホームページ「受け入れ電位計一覧
（電位計単体 JCSS 校正）」：
https://www.antm.or.jp/03_activities/pdf/
list_002.pdf

※２） 当財団ホームページ「受け入れ電離箱一覧
（水吸収線量・分離または一体方式による
JCSS校正）」：
https://www.antm.or.jp/03_activities/pdf/
list_001.pdf　

● 出力線量測定について
　当財団では、ガラス線量計素子（PLD）を使用し 
た校正条件での「治療用照射装置（X線）の出力線 
量測定事業」を平成19年11月に開始いたしまし
た。以来、多くの医療施設からご理解とご信頼を
頂いておりますことを感謝いたします。本事業は 
関連学協会および有識者によって構成された医療
放射線監理委員会の監理・監督のもとで行われて
おり、日本国内の放射線治療施設の治療装置にお

ける品質管理評価へのサポートを目的とし、第三
者機関として測定システムを提供しております。
また、令和元年11月より電子線の出力線量測定、
令和2年4月よりIMRT郵送調査を開始いたしま
した。

● 第三者評価とは
　平成30年7月31日に厚生労働省より施行され
た「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」

出力線量測定担当より
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（健発0731第1号）の改定があり、地域がん診療連 
携拠点病院の指定要件の一つとして「第三者機関
による出力線量測定を行い、放射線治療の品質管
理を行うこと。なお、基準線量の±5%の範囲を
維持することが望ましい。」が盛り込まれました。
吸収線量計測に使用する電位計・電離箱の校正が
適切に行われ、測定に不備がなくとも、患者治療
ビームの出力を完全に保障するものではありませ
ん。患者治療において、治療計画装置へのデータ
誤入力、ビームデータ測定時の電離箱選択の誤り、
装置の不適切な使用等によって処方したい線量と
実際に投与される線量に予期しない差がみられる
可能性があります。本来、出力線量の品質保証は
各施設内において実施すべきことでありますが、
施設の吸収線量の決定とは別に独立した系（当財
団ではPLD郵送測定）によって測定した吸収線量
と比較（当財団での判定基準は±5%以内）するこ
とで、医療事故に繋がる基礎的なエラーを検出し
減らすことが可能であり、これら実際の患者治療
時に起こる様々な要因を包括して出力線量を評価
するシステムの一つが第三者機関による出力線量
測定です。また、日本放射線腫瘍学会の公認ガイ
ドライン「放射線治療における第三者機関に関す
るガイドライン2019」において当財団は暫定的な
第三者出力線量評価認定機関として指名されてお
ります。

●  当財団の出力線量測定等の費用について（令和 3 
年 11 月現在）

＜X線出力線量測定＞
　１測定条件の申し込みを基本として、測定条件 
1～2条件では、１条件あたり33,000円 3～4条件 
の測定では、1セット88,000円で、条件数での組
み合わせの料金となります。また、郵送費は6,000 
円となります。校正条件についてはエネルギー毎
に必ず選択して頂くことになり、その他の条件に
ついては任意のX線エネルギー、照射野、ウエッ 
ジ角をお選び頂けます。
＜電子線出力線量測定＞
　X線の出力線量測定事業の費用に準じます。ま
た、使用する固体ファントムがX線のものとは別
になるため、郵送費等は別途4,000円となります。

＜IMRT郵送調査事業＞
　治療用照射装置、治療計画装置、照射エネルギー
の組合せを1条件とし（315,500円＋郵送費等
10,000円） で測定を行います。初回に限りまして、
2方向 （Axial・Coronal）の線量分布評価を行いま
す。2回目以降は1方向(Axial)のみ線量分布評価
を行います。その際の測定料金も初回と同額とな
ります。

● 申込方法
＜治療用照射装置（X線及び電子線）の出力線量
測定＞
　当財団のホームページより申込書を入手して頂
き、必要事項をご記入の上、Fax、E-mailにてお送
り下さい。「一般病院」と「がん診療連携拠点病院 
等」では申込書および送付先が異なりますのでご
注意ください。

一般病院：
医用原子力技術研究振興財団 線量校正センター
〒263-0041 千葉県千葉市稲毛区黒砂台3-9-19
電話：043-309-4330
FAX：043-309-4331
E-mail：info-kosei@antm.or.jp

がん診療連携拠点病院等：
国立がん研究センターがん対策情報センター
がん医療支援部　放射線治療品質管理推進室
〒104-0045　東京都中央区築地5-1-1
電話：03-3547-5201（内線：1700）
FAX：03-3547-5013
E-mail：qcsupport@ml.res.ncc.go.jp

＜IMRT郵送調査＞
　当財団のホームページより申込書を入手して頂
き、必要事項をご記入の上、E-mailにてお送り下
さい。施設と電子データのやり取りが必須となり
ますので、申し込みも原則E-mailにてお願いして
おります。E-mailでの申し込みが不可の施設があ
りましたら、当財団までご相談ください。連絡先
は上記、線量校正センターの送付先と同様です。
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財団ホームページの線量校正センター関連の更新

・ 「治療用線量計校正の料金改定ならびに分離校
正サービスへの完全移行について」を掲載いた
しました。（2020 年 12 月 9 日）2021 年 2 月 4
日更新　

　2020 年度に当センターによる治療用線量計校
正を実施した施設について、施設公表の掲載デー
タを更新いたしました。

　出力線量測定の照射手順動画（X 線、電子線）
を公開いたしました（放射線治療品質管理＞治療
用出力線量測定事業＞出力線量測定について＞照
射手順）。2018 年度から 2020 年度の期間に当セ
ンターによる出力線量測定を行った施設につい
て、施設公表の掲載データを更新いたしました。

●トップページから
　放射線治療品質管理に関する情報は、ホーム
ページ画面上部「放射線治療品質管理」のタブか
らご確認いただけます。線量校正センターからの
情報が掲載されておりますので、定期的にご確認
いただきますようお願いいたします。

＜ページトップ「重要なお知らせ」の更新＞　
（本稿作成時より一部抜粋）
　重要度の高いお知らせを随時更新しておりま
す。定期的にご確認ください。
・ 「計測校正事業のコバルト線源更新に伴う照射

業務の休止ならびに再開予定に関するお知ら
せ」を掲載いたしました。（2021 年 7 月 8 日）
2021 年 9 月 22 日更新

＜出力線量測定及びIMRT郵送調査のお見積り
について＞
　当財団HPにて専用フォーム（https://www.
antm.or.jp/info-kosei/form.html）がございますの
でご利用ください。原則メールによるPDF形式
でのお渡しとなります。

● 未取得条件での申し込みについて
　ソフトウェッジビームなど、当財団が未取得の
条件での出力線量測定が申し込まれた場合、出力
線量測定後に確認測定（施設に訪問して測定）を
行う可能性があります。その場合は、当財団より
施設の品質管理担当者様に予めご連絡申し上げま
す。

●  照射時の照射画面写真、治療計画レポートの添付の
お願いについて

　出力線量測定事業は今年で13年目を迎え、昨年
度、出力線量測定を実施した施設は184施設でし
た。本測定におきましては、施設側からの申告線
量と当財団の評価線量に5%以上のかい離があっ
た場合、原因究明のためのヒアリング調査を実施

し、原因が特定できない場合には再測定を推奨し
ております。再測定においても線量の異常値が解
消されない場合は、施設訪問による確認測定など
も検討いたします。現在、照射装置の設定状況（設
定MU、エネルギー、照射野、ウエッジ角度等）が
分かる照射画面をデジカメなどで撮影した印刷物
や、照射条件と計算MUが確認できる治療計画レ
ポートをご返送いただくようにお願いしておりま
す。そのため、ヒアリングでの原因究明が可能と
なり、再計算にて正常範囲となることが確認でき
るケースが増えてまいりました。引き続き、ご理
解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。

　最後に、本事業は施設からの測定依頼により行
う業務であり、あくまでも第三者機関として施設
の測定・出力管理に対して助言を行うものである
こと、測定項目の性質上、個々の患者治療ビーム
の出力を保障するものではないことを申し添えま
す。

（線量校正センター　奥山浩明）



線量校正センターニュース　第 11号44

お知らせ
I n f o r m a t i o n

今秋は新型コロナウイルスの緊急事態宣言も解
除され、少しストレスが緩和されたように感じら
れます。しかしながら油断すると第６波発生とな
るかも知れません。ここは安心せず、引き続き十
分な対策をとりつつ日々を過ごしたいと思います。

さて、Vol.11号では、出力線量測定の実施およ
び測定結果への対応方法や不確かさの解説、話題
に、密封小線源による線量計校正に関する記事が
掲載されております。測定結果への対応方法など
ご検討いただければ幸いです。また、リニアック
装置の出力線量の第三者評価について構築された
地域による連携支援ネットワークの役割につい
て、また、放射線治療装置立ち上げ時の支援活動
などが報告されております。ぜひ参考にしていた

だき、より活発な活動となることを期待いたしま
す。

また、線量計校正担当者および出力線量測定担
当者からのお知らせでは、お申し込みや輸送時の
注意点など掲載されております。十分ご確認いた
だきまして、お間違いの無い、お申し込みをお願
いいたします。

当財団では、精度向上、実施体制および測定環
境等の整備を行うとともに、さらに計測校正事業
の充実した供給に努めてまいりますので、今後と
もご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。

（K.N）

編 集 記後

「出力線量測定の実績」について、2020 年度分の
更新を行いました。

　光子線治療品質管理支援業務の各ページでの更
新はございません。

　これまでに発刊した校正センター NEWS の各

号について、PDF 版の公開を開始しております。
最新号についても順次公開予定となっております
のでご利用ください。

　校正センターへのお問合せ、線量計校正、出力
線量測定の見積依頼の際はお問い合わせフォーム
のご利用をお願いいたします。
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測定値自動取込みができます
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データ収集装置  

DAQ-13301 
構内サーバーや監視室等 

イメージ図 

保健物理学会「眼の水晶体線量モニタリングのガイドライン」

(2020年 7 月制定に対応) 

電離箱式放射線測定器(BG～２×105Gy/h)、各種測定器をご用意しております。 

お気軽に弊社までお問い合わせ下さい。    

■環境放射線測定器  
■医療用放射線測定器  
■エレクトロニクス機器  
■微少電流測定器 

ＡＰＰＬＩＥＤ ＥＮＧＩＮＥＥＲＩＮＧ  ＩＮＣ．  

〒204-0011 東京都清瀬市下清戸 2-599 TEL042-492-2734(代) FAX042-492-7006  

特長 
・高受信感度で 10km 以上の通信が可能 

・従来の電波通信不向きの施設でもご利用可能

（様々な高線量率場で電波到達確認済み） 

･既存の回線ネットワークを使わない特定小電力 

･独自コードでセキュリティーも確保 

･無制限に近い子機設置可 

目の線量Ｈ’（３）の評価に！ 

電離箱式サーベイメータ  

ＡＥ－１３３B/Λ２＋ 

 URL:http://www.o-yo-giken.co.jp  

１μSv/h～100mSv/h 

 

←イメージ図 
パソコン取り込みソフトの画面イメージ 

 

標準 H＊(10)及び H’(0.07)  

ｗith 

オプション 

H’（3）用ビルドアップキャップ 
ｗith 

トランスポンダ DAQ-13301 
＊専用ソフトでパソコンに自動取り込み 

CSV ファイル形式で線量率と時刻など 

記録が可能 

有線・無線（bluetooth 対応） 

オプション品 

H’（３）用ビルドアッ

プキャップ 

Wireless Data Transmission Test System 

電波到達試験実験装置電波到達試験実験装置電波到達試験実験装置電波到達試験実験装置        WDTWDTWDTWDT----429M429M429M429M    

ARIB STD-T67 Conformance  LoRa Mode 

本装置は、無線電波の到達試験を簡易的に行うものであ本装置は、無線電波の到達試験を簡易的に行うものであ本装置は、無線電波の到達試験を簡易的に行うものであ本装置は、無線電波の到達試験を簡易的に行うものであ

ります。放射線測定器のデータに限らず、気温、気圧なります。放射線測定器のデータに限らず、気温、気圧なります。放射線測定器のデータに限らず、気温、気圧なります。放射線測定器のデータに限らず、気温、気圧な

どお客様のニーズにあわせて様々なシステムを構築どお客様のニーズにあわせて様々なシステムを構築どお客様のニーズにあわせて様々なシステムを構築どお客様のニーズにあわせて様々なシステムを構築できできできでき

ます。ます。ます。ます。あくまであくまであくまであくまで電波電波電波電波試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う装置で装置で装置で装置です。す。す。す。 
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公益財団法人　医用原子力技術研究振興財団

「出力測定の結果が思わしくないとき」の
対応について
財団が実施する出力線量測定の受け方
測定の不確かさについて

●井戸形電離箱線量計による高線量率（HDR）密封小線源の
　基準空気カーマ率計測

解説

話題

Therapy-
level

Dosi
metr

y and
Cal ibra

tion

11
線
量
校
正
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

公
益
財
団
法
人
医
用
原
子
力
技
術
研
究
振
興
財
団

V
o

l. 1
1


